
 

～石黒での生活を約 1 ヶ月過ごした加藤さんからのメッセ－ジをご紹介いたします。～ 

 

 

 

○皆さんこんにちは！地域おこし協力隊の加藤夕恵です。 

 
 

○今後の活動の目的の一つとして、石黒の皆さんが気楽に、楽しく交流できる居場所をつく

ることができたら良いなと強く感じました。 

○石黒の皆さんの多大なご支援・ご協力のもと、私が石黒地区に着任することとなり、石黒

は今非常に注目されていると思います。今の状況をチャンスと捉え、石黒の皆さんとともに

一丸となって、石黒を盛り上げることができればこれ以上に嬉しいことはありません。 

○地域をさらに元気に、また安心して暮らせる環境づくりを目指していきたいという抱負を

もちまして、着任の挨拶にかえさせていただきます。 
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NPO 石黒邑会報紙「さわらび」16 号より転載 

この原稿を書いている頃、赤とんぼが

飛び交う石黒では稲刈りの真っ只中私

の石黒での生活も一ヶ月をむかえよう

としています。石黒では wi-fi や防災無

線が入らない等、都会の生活とのギャッ

プに驚くことも多いのですが、日々石

黒の皆さんの気持ちのあたたかさに触

れ、穏やかな日々を送っています。 

○最近の活動では、家の前の畑で加工

品にする野菜の栽培を開始、蚕の飼

育、皆さんとゆっくりお話をしたり・・・都

会ではやりたくてもできなかったこと

を楽しんでいます。稲刈り時期の前に

は板畑集落の皆さんにお話を伺うこと

ができました。その中で、石黒には非常

にたくさんの宝物（伝統・料理・景色・野

菜など）があることを改めて強く感じ

ています。 

○家に帰り、「石黒の昔の暮らし」を読

み、石黒は７集落、かつては１５００人以

上が暮らした「石黒村」であったことを

知りました。それが今では、過疎高齢化

が進み村の人口は五十数名ほどとのこ

と。 

 


